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研究要旨 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は 2020 年 1 月以降国内で急速に流行が始まり、

クラスター対策が国内 COVID-19 対策の柱の一つとなった。厚生労働省クラスター対策班の

専門家として自治体支援に入った COVID-19 事例の特徴をまとめた。2020 年 1 月 1 日から

2021 年 3 月 31 日までに 39 都道府県と 1 検疫所から 166 事例の依頼を受けた。内訳は医療

関連 94 事例、市中 50 事例、その他 22 事例であった。一自治体からの支援要請は中央値 2

（四分位範囲 1－5）であり、一つの要請で複数事例に対応することが多く、現地での活動

日数は中央値 6 日（四分位範囲 3-11 日）であった。北海道飲食店昼カラオケ関連事例では、

滞在時間（1時間増加毎の調整オッズ比（OR）:1.7、95%信頼区間（95%CI）:1.1-2.7）、歌

唱（aOR:11.2、95%CI:1.2-101.0）、店内マスク着用なし（aOR:3.7、95%CI:1.2-10.9）が

COVID-19 感染と関連していた。国内バスツアー関連事例からは、長時間のバス旅行におい

て車内で感染する可能性があることが分かり、飛沫伝播に加え接触伝播での感染拡大の可

能性があり、更に密閉密集状況であったことから、マイクロ飛沫による伝播が寄与した可

能性も考えられた。長崎県クルーズ船対応では、外国人船員のエッセンシャルクルーの感

染管理強化が課題であり、外国人が多い事業所でも同様の課題があると考えられた。北海

道・札幌市医療関連事例では、個人防護具（PPE）不足時の再利用時や長時間 COVID-19 対

応 PPE 着用時に COVID-19 感染リスクが生じる可能性が分かり、PPE の安全な再利用や長時

間勤務の見直しの重要性が確認された。北海道・札幌市高齢者施設事例では、高齢者施設

間での感染伝播の可能性と、集団活動の見直しや職員、入所者の健康確認の重要性が確認

された。自治体のクラスター対策への支援により、事例終息への寄与に加え、自治体の対

応力強化にもつながった。いくつかの事例では感染症疫学や公衆衛生対応に資する情報が

得られた。2021 年も変異系統ウイルスの出現と流行から、2020 年同様に COVID-19 変異系

統ウイルスの新たな知見が必要な状況である。本活動を通じて、感染症疫学や公衆衛生対

応に資する情報を得ていくことが国内の対策推進に重要である。 

 

 
Ａ．研究目的 
2019 年末から流行が始まった新型コロナ

ウイルス感染症（COVID-19）は 2020 年 1 月
に国内で最初の症例が確認され、時を待た
ずに国内のいたるところで症例の発生が確
認されるようになった。しばしば症例は集
積して確認され、クラスター対策が国内の
COVID-19 対策の柱の一つとなった。その後、
厚生労働省では、新型コロナウイルス感染
症クラスター対策班が作られ、地方自治体
から支援を求められた場合、国内の感染症
アウトブレイク対応専門家に支援を依頼す
る体制が作られ、国立感染症研究所感染症
疫学センターが専門家として多くの支援を
行ってきた。ここでは、今後の自治体や医

療機関など関係者の国内クラスター対応に
役立てるため、これまでに支援依頼を受け
て実施した事例対応についての概要をまと
めることにした。 
 
Ｂ．研究方法 
1. 研究デザイン 
横断研究 
 
2. 情報源、研究対象者 
2020 年 1 月 1 日から 2021 年 3 月 31 日に地
方自治体から厚生労働省新型コロナウイル
ス感染症クラスター対策班に対応支援の依
頼が来た事例の特徴、規模、対応をまとめ
た。事例情報は、依頼元の地方自治体保健



師が実地疫学調査の中で得た情報や派遣さ
れた専門家が自らインタビューや視察で得
た情報を利用した。 
 
3. データの解析方法 
事例対応の概要を記述した。また、昼カラ
オケ症例では症例対照研究を実施し、解析
方法は結果にまとめて記載した。 
 
４．倫理面への配慮 
ここで得られた全ての情報は感染症法第 15
条の元地方自治体が行った積極的疫学調査
で得られたもので、公衆衛生対応のために
得られた情報であり、個人の同意を取って
いないが、その公衆衛生的な活動への利用
は倫理審査を必要としない活動である。特
別に取り上げた疫学的知見のまとめに関し
ては、情報が属する自治体に使用の許可を
取り使用している。 
 
Ｃ．研究結果 及び Ｄ. 考察 
期間中に 39 都道府県と 1 検疫所から計

137 の要請を受け、166 事例の対応支援を行
った。一自治体からの支援要請は中央値 2
（四分位範囲 1－5）であり、一つの要請で
複数の事例に対応することが多かった。事
例内訳は、医療関連 94 事例（医療機関 70、
施設 24）、市中 50 事例（接待を伴う飲食店
関連 13 事例、事業所関連 11 事例、娯楽施
設関連 9 事例、学校関連 8 事例、飲食店関
連 7 事例、クルーズ船関連 2 事例）、その他
22 事例であった。現地での活動日数は中央
値 6 日（四分位範囲 3-11 日、遠隔支援や不
明の 17 事例を除く 149 事例に関する集計）
であった。このうちいくつかの事例に関す
る内容を記述する。なお、いくつかの事例
は国立感染症研究所病の原体検出情報
（IASR）などで、国民に情報還元を行った。 

 
１．北海道飲食店（昼カラオケ）関連事

例（症例対照研究） 
札幌市では 2020 年 4〜6 月に、小樽市で

は 2020 年 6 月に、日中にカラオケスナック
やカラオケ喫茶などでカラオケを楽しむ
「昼カラ」に関連した新型コロナウイルス
感染症（COVID-19）クラスターが複数確認
された。昼カラ関連症例の COVID-19 感染リ
スク要因を明らかにする為、症例対照研究
を実施した。 
症例を 2020 年 5 月 16 日から 7 月 3 日の

間に発症前 2 週間以内に札幌市・小樽市の
昼 カ ラ を 利 用 し た 者 で RT-PCR で
SARS-CoV-2 が検出された者、対照を症例の
感染可能期間に同一店舗を利用した濃厚接
触者で検査陰性の者と定義した。症例およ
び対照のうち情報収集が包括的に行われた
9 店舗の利用者と従業員に、電話で基本情

報と昼カラでの行動歴を聴取した。曝露と
COVID-19 感染の関連はロジスティック回帰
分析で行った。 
症例は 38 例、対照は 52 例であった。単

変量解析では年齢、滞在時間、歌唱、店内
マスク着用が COVID-19 感染と関連してお
り、相互調整した結果、滞在時間（1 時間
増加毎の調整オッズ比（OR）:1.7、95%信頼
区間（95%CI）:1.1-2.7）、歌唱（aOR:11.2、
95%CI:1.2-101.0）、店内マスク着用なし
（aOR:3.7、95%CI:1.2-10.9）が症例と関連
していた。 
利用客が歌唱中を含めてマスクを着用し

短時間利用に留めることで、昼カラを安全
に楽しめることが示唆された。 
 
２．バスツアー関連事例 
2020 年 10 月中旬に行われた北海道周遊

バスツアー（3 泊 4 日）の参加者の中から、
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の
症例が複数確認された。当該ツアーでは、
バス 4 台に国内各地からの参加者 146 人と
スタッフ 12 人が分乗していた。 
当該ツアー参加者のうち、2020 年 10 月

に検査で新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）
が検出された人を症例と定義した。最初に
探知された症例（以下、「探知症例」）は、
ツアー終了後、発熱が続くことから京都府
内の医療機関を受診し COVID-19 と診断さ
れた。京都府は、探知症例の搭乗していた
1 号車バス（座席数は補助席を除き 49 席）
の同乗者 40 人（乗客 37 人、スタッフ 3 人）
を濃厚接触者とするとともに、濃厚接触者
が居住する自治体へ連絡を行った。連絡を
受けた各自治体は、濃厚接触者に対して検
査を実施するとともに最終曝露（ツアー最
終日）から 14 日間の健康観察を行った。2
号車から 4 号車のバス乗客の健康情報につ
いては、旅行会社からも確認が行われた。
各自治体と旅行会社からツアー参加者と濃
厚接触者の健康情報及びツアー内容に関す
る情報を得た。 
症例は、7 道府県 12 自治体から届け出ら

れた計 19 例であった（11 月 13 日時点、以
下同じ）。女性が 10 例（53%）で、乗務員の
感染者 1 例を除く 18 例の年齢は、50 歳代
から 80 歳代であった。診断時の症状は 14
例（74%）が有り、5 例（26％）が無しであ
った。1 例が人工呼吸器管理が必要な重症
となったが、死亡例は確認されていなかっ
た。探知症例は、ツアー参加者の中で最も
早くツアー初日に発症した症例で、微熱等
の症状を認めていたが、4 日間ツアーを継
続していた。症例の発症は、ツアー開始 7
日後をピークに 19 日後まで続いた。ツアー
中の発症者として、探知症例以外にツアー
最終日に発症した 1 例がいた。ツアー開始



19 日後に発症した人は、ツアー最終日を最
終曝露日とした場合、COVID-19 の最大潜伏
期間である 14 日を経て発症したことから、
一緒にツアーに参加した同行者をとおして
ツアー終了後に感染したことが疑われた。
18 例（95%）が 1 号車に搭乗しており（累
積罹患率 44%、18/41、探知症例を含む）、1
例が 4 号車に搭乗していた（同 3%、1/38）。
4 号車の症例については、他症例との関連
は不明であった。探知症例を除く 18 例（1
号車 17 例、4 号車 1 例）では、発症又は検
体採取前 14 日から診断までの間に、バスツ
アー関係者症例以外で、COVID-19 患者との
接触歴は確認されなかった。探知症例につ
いて、同居家族 1 人と別居親族 2 人が探知
症例とほぼ同時期に COVID-19 を発症して
いた。また、バスツアー関連症例からの、
ツアー終了後の職場曝露による 2 次感染と
考えられた症例が 1 例確認された。なお、1
号車には、検査で陰性と判定されたが、ツ
アー後の健康観察期間中に発熱や呼吸器症
状を呈していた人が他に 2 人いた。 
乗客は、ツアー中には、バス以外で宿泊

施設や休憩所を利用したが、それらの利用
時には症例が一堂に接触する機会は乏しか
った。車内の座席は日替わりで、ツアー2
日目と 3 日目に症例集積を認めており、特
に探知症例と同じ縦列や前後 2 列に発症者
が多いことが疑われた。休憩等をはさみ１
回の走行は平均 53 分、最長で 1 時間 55 分
走行していた。車内にて乗客、スタッフは
常時マスクを着用していた。手指衛生につ
いては、乗務員からの呼びかけはあったが、
乗降時に全員が毎回、実施していたかどう
かの確認までは行われていなかった。バス
内は、走行中、窓を閉めた状態でエアコン
が作動していた。車内の空気の流れは、概
ね、エアコン部位から外気を取り込み、バ
ス後方から車外へ排出されることになって
いた。休憩時は、車内に参加者が残ってい
ることがあり、その間バスはエンジンを切
り、窓が開けられていなかったことがあっ
た。車内での飲食は、水分補給は可能だが
摂食は控えるよう呼びかけがなされていた。
また車内での会話は、特に呼びかけはなさ
れていなかったが、騒がしい状況ではなか
ったとのことであった。旅行中の乗務員と
乗客の健康状態の確認と記録は、旅行会社
によりツアー開始時のみ行われていたが、
ツアー中には行われていなかった。探知症
例はツアー開始時に旅行会社に体調不良を
報告していたが、4 日間ツアーを継続して
いた。なお、往路航空機内では、症例は 2
便に分かれており、症例が座席によって集
積している状況は認められなかった。復路
航空機内の症例座席については、座席表が
作成されておらず、十分な確認ができなか

った。 
本事例では、バスツアーに関連した症例

が 19 例認められ、うち 18 例が 1 号車バス
に乗車していた。その 18 例のうち、探知症
例とツアー終了後にツアー同行者から感染
した可能性が高い1症例を除く16症例では、
バスツアー以外に明らかな確定症例との接
触歴がなかったこと、ツアー中に過ごす時
間としては、バス車中が最も長く、他の活
動で確定症例同士が密に接する機会が乏し
かったこと、バス座席に確定症例の偏りが
認められたことから、車内での感染が最も
疑わしいと考えられた。バス車内では飛沫
伝播の範囲（1m）を超えて感染が広がって
おり、探知症例の席を中心に、空気の流れ
に沿って縦方向に感染者が確認されていた。
他に報告されているバス内での感染事例同
様、飛沫伝播に加え接触伝播での感染拡大
の可能性があり、更に密閉密集状況であっ
たことから、マイクロ飛沫による伝播が寄
与した可能性も考えられた。なお、本調査
の限界として、往復航空機内の濃厚接触者
の確認ができず、航空機内での感染が完全
に否定できないことが挙げられる。本事例
を論文にまとめて報告した。 
 
３．長崎県クルーズ船事例 
2020 年 1 月 29 日に、イタリア籍のクル

ーズ船「コスタ・アトランチカ」が長崎港
に入港し、2 月 20 日からドックに入り、3
月 25 日まで船の修繕を行った。その後、世
界的な検疫強化の影響を受けて出航が困難
となり停泊を続けていた。搭乗者は乗員の
みであり、4月20日の時点でその人数は623
人であった。乗員のほとんどは外国籍であ
り、国籍はフィリピン、インド、インドネ
シア、中国の順に多かった。 
4 月 19 日、同船より長崎市保健所に連絡

があり、乗船者 4 人に発熱を認め、1 名毎
に窓のある客室内に隔離中とのことであっ
た。翌 4 月 20 日に新型コロナウイルスの
PCR 検査で、4 人のうち 1人が陽性と判明し
た。その後、4 月 25 日迄に、発熱者と濃厚
接触者 57 人、およびスクリーニングとして、
エッセンシャルクルー（船内のライフライ
ン等の維持に必要な乗員）134 人、および
残りの乗員 428 人に対して検査が実施され
た。その結果、これら全乗員 623 人のうち、
148 人(24%）が陽性であった。発熱者と濃
厚接触者の陽性割合（検査した人数のうち、
陽性であった割合）が最も高く（33/57
（58%））、エッセンシャルクルー（27/134
（20% ））とその他の乗員(87/428（20%）)
は共に 20%であった。 
陽性割合は、男性が 24%、女性が 21%と同

様であった。また、10 代の乗員は 3 人のみ
で 2 名が陽性であったが、その他の年齢群



では、20 代～60 代迄、何れも約 20%が陽性
であり(範囲：18%～27%)、性別を問わず同
様な感染状況であった。国籍による陽性割
合の違いは認めなかった。4 月 19 日、船の
管理者の指示により、すべての乗員は窓の
ある客室に一人一部屋があてがわれ、スク
リーニング検査で陰性だったエッセンシャ
ルクルーを除いて部屋から出ないように措
置が講じられた。しかし全員のスクリーニ
ング検査が終了した結果、陽性例と陰性例
の部屋が同じフロアに混在していることが
判明した。そこで船内での感染拡大のリス
クを可能な限り低くするために、現地活動
チームがエッセンシャルクルーに対する感
染予防教育と個人防護具の着脱の指導を行
った。またエッセンシャルクルーが客室内
の乗員と対面で接触する事の無い様にする
工夫、COVID-19 に関する感染対策ビデオ（英
語）の放送、船内のエッセンシャルクルー
の共有部分の消毒、感染対策に必要な物資
（ガウンやアルコール製剤など）の提供等
が実施された。 
 
４．北海道・札幌市医療関連事例 
札幌市内の中核病院では 2020 年 4 月 13

日より入院患者および医療従事者に
COVID-19 集団感染が発生した。同院 A 病棟
では, 看護師 28 名中 19 名が感染し, 9 名
が濃厚接触者となり, 勤務可能な看護師が
不足した。4 月 21 日から他部署の看護師 23
名が応援業務に就いたが, そのうち看護師
5 名が発症し, 札幌市衛生研究所で実施し
た RT-PCR で SARS-CoV-2 が検出された。 
感染経路の評価を目的に, 個人防護具

（personal protective equipment:PPE）使
用状況や勤務状況を電話によるインタビュ
ーで確認した。 
5名の看護師は4月 21日～5月 16日に応

援業務に入り, 清潔ゾーンでのリーダー業
務および外回り業務, 汚染ゾーンでの日勤
および夜勤業務を行っていた。いずれも感
染者が多数存在する環境であり, 各ゾーン
で決められた PPE を使用して業務を行って
いた。また, 休憩は窓が無く換気できない
病棟休憩室や接触を避けるために, 今回新
たに設けられた換気可能なセミナースタイ
ルのデイルームを使用していた。PPE の着
脱手順や管理方法に関する指導は, 勤務前
日～翌々日に感染管理の知識や経験を持つ
看護師から受けていた。汚染ゾーンでの PPE
は N95 マスク・サージカルマスク・ガウン
を再使用していた（当初サージカルマスク
は 2 日に 1 枚, その後 N95 マスク, サージ
カルマスク, ガウンは 1日 1 枚）。感染患者
が増加する中で, PPE の再使用方法や管理
方法が日々変更された。PPE の連続使用時
間は 4～7時間と長く, 中には業務中に PPE

を外し再使用することを避けて休憩をとら
なかった看護師がいた。勤務中は PHS をガ
ウンの上より使用していた。看護師の感染
を受け, 5 月 7 日に N95 マスクを脱衣する
場所を汚染ゾーンから離れた場所に変更し, 
PHS をガウンの上から使用することを中止
した。また, PPE の配備が整ってきたため, 
再使用を中止した。これらの対応後, 新規
発症例を認めなかった。 
感染者が多く発生した 4 月中旬は, 全国

的に PPE が不足しており, 一部の PPE につ
いては, 例外的に再使用が行われていた。
今回の感染伝播では, 無症状感染職員から
の感染の可能性に加え, 慣れない環境での
煩雑な PPE 再使用, 汚染ゾーン付近でのマ
スクの着脱, PHS の不衛生な使用が関係し
ていた可能性がある。換気の悪い環境では
SARS-CoV-2 が 1m 以上飛散する可能性があ
り, 特にマスクの着脱は汚染ゾーンから遠
い場所で行うことが望ましいと考えられた。
N95 マスクの長時間連続使用は呼吸が苦し
く, ずれてしまう可能性があり, 連続業務
を 2～3 時間程度にする, 通常より多くの
看護師を配置する, などの工夫が重要と考
えられた。また, COVID-19 は 72 時間程度
環境表面で残存すると報告されており, ガ
ウンに触れ汚染された可能性のある PHS を
顔の近くで操作することによる PHS からの
曝露の可能性が疑われた。COVID-19 の国内
流行はまだ続くと考えられるため, 病院は
医療従事者の手指衛生状況を確認し, PHS
の適切な使用方法, 着脱場所を含めた PPE
着脱方法, PPE 再使用の是非, および適切
な連続業務時間に関する検討を行う必要が
ある。 
 
５．北海道・札幌市高齢者施設事例 
札幌市では COVID-19 症例が 2020 年 4 月

以降再び増加し, 特に高齢者向け社会福祉
施設での症例発生が増えていた。これら施
設での COVID-19 事例は引き続き増加する
と考えられ, その予防と事例発生後の対応
は喫緊の課題である。今後の対策に活かす
ため, 札幌市における高齢者向け社会福祉
施設での COVID-19 事例の特徴を調べた。 
2020年 5月 4日～5月 18日に札幌市にお

いて RT-PCR 法で SARS-CoV-2 が検出された
人を確定症例とした。札幌市保健所の調査
で高齢者向け社会福祉施設と関連を認めた
確定症例について, 調査票を用いた調査を
行い, その結果から初発症例の行動歴, 事
例の規模, 対応を確認した。施設の種類は
入居型（介護老人保健施設, 老人ホーム, 
サービス付き高齢者向け住宅等）, 通所型
（通所介護）, 訪問型（訪問看護ステーシ
ョン）と分類した。 
期間中に 13 のクラスター事例が確認さ



れた。施設種類別の COVID-19 確定症例数, 
濃厚接触者数および初発症例属性を表に示
す。施設種類では入居型が 8 事例（62％）
と最も多く, 次いで通所型 4 事例（31％）
であった。初発症例は, 利用者 10 例（77％）, 
職員 3 例（23％）であった。13 事例の推定
感染経路を図に示す。施設 A には, 既にク
ラスターとなっていた施設 X の医療従事者
から A の介護従事者を介して利用者に感染
が拡大し, この利用者から訪問介護を実施
した施設 K の医療従事者に感染した。さら
に, 施設 K では職員の健康観察を実施して
いたが, 呼吸器症状を呈していた感染職員
が, 施設 Z の利用者に訪問介護を実施し, 
感染させていた。施設 H の利用者は, デイ
ケア施設 M の利用日に発熱していたが, そ
のまま利用し, 施設 M の利用者および職員
に感染が拡がっていた。施設 M の感染職員
は, 併設施設 L と休憩室や更衣室を共用し
ており, 感染職員が施設 L への感染伝播経
路の一因となっていた。施設 F の利用者は, 
施設 C の初発症例とともに施設の共用食堂
を利用して感染したと推定された。入居型
8 事例では, すべて入居者が先に発症して
いたが, 職員の健康観察は必ずしも適切に
実施されておらず, どこから COVID-19 が
入り込んだかは不明であった。 
高齢者は COVID-19 による死亡リスクが

高く, 高齢者向け社会福祉施設での
COVID-19 アウトブレイクも報告されている。
今回の調査結果から, 市中で COVID-19 が
流行している状況では, 高齢者向け社会福
祉施設での感染拡大防止のため, 次の対応
が必要と考えられた。 
1. 訪問診療, 通所介護等の要否を確認し, 
不要不急のものは実施を延期する 
2. 施設に訪問または通所する場合, 事前
に訪問者と利用者の健康状態を確認し, 感
染が否定できない症状がある場合は, サー
ビスの提供や利用を控える 
3. 有症状の利用者は個室に隔離し, 有症
状の職員は自宅で安静を基本とする 
4. 施設内の集団での作業（食事, 就労作業, 
レクリエーション等）を一時中止する 
まだ COVID-19 が流行していない地域や, 

流行が小康状態にある地域においても, 社
会福祉施設への COVID-19 の持ち込み防止, 
持ち込まれた時の早期探知と対応の体制づ
くり, 複数の COVID-19 患者が発生した時
の支援体制等の調整を進めることが重要で
ある。 
 
Ｅ．結論 
自治体へのクラスター対策支援により、

事例終息への寄与に加え、自治体の対応力
強化にもつながった。いくつかの事例では
感染症疫学や公衆衛生対応に資する情報が

得られた。2021 年も変異系統ウイルスの出
現と流行から、2020 年同様に COVID-19 変
異系統ウイルスの新たな知見が必要な状況
である。本活動を通じて、感染症疫学や公
衆衛生対応に資する情報を得ていくことが
国内の対策推進に重要である。 
 
Ｆ．健康危険情報 
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